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一ルの汚染防止作用と､接触角との関係

桑原宣彰　陶　智子

［目的]これまで固体粒子汚れの洗浄のメカニズムを解析するため、高分子ビルダーであ

るアニオン性ポリビニルアルコール（以下S - P V A ）と酸化鉄粒子との相互作用から検

討を行った。その結果、汚れ粒子への高分子の吸着量の多いものほど汚染防止効果がある

ことを見いだした。今回は、基質であるメン、ポリエステルと高分子ビルダーとの相互作

用を調べるため、まず測定の容易なセルロ―スフィルムとポリエステルフィルムで高分子

溶液の接触角を測定し、汚染性との関わりについて検討した。

［方法］試料：　酸化鉄粒子、セルロ-スフィルム、ポリエステルフィルム、S －P V A I

1, n （酢酸ビニルとアリルスルホン酸ナlヽリウムの共重合物）汚染実験：　前報９の布と

同様の条件でフィルムを汚染した。接触角の測定：　フィルム上での高分子溶液の接触角は

接触角計（協和界面科学株式会社13 CA－DTA型）を用いて液滴法により測定した。

［結果］フィルムを汚染した結果、布の場合と同様に高分子濃度の増加に伴い汚染率は減

少し汚染防止効果が顕著に認められた。特にポリエステルフィルムでは極めて低い濃度で

粒子の付着が防止された。次に基質と高分子溶液との相互作用を示す一つの指標として接

触角を測定した。その結果、セルa ースフィルム上でのs －p V A 溶液の接触角∂はその

ケン化度によって異なり、S －P V A Iは溶液濃度の増加に伴いeは大きくfi り、S －P

V A nは逆に∂が減少した。以上のことから基質と高分子の間の親和力が小さい程汚染が

防止されることがわかった。

１）尾畑、桑原、陶、吉川；　昭和63年繊維製品消費科学会年次大会要旨集、P24

D 62　　リパーゼによる布上および酵素液中におけるトリグリセリド･の分解挙動

　　　　　〈第２報〉

　　　　　日本女大家政　　　中西茂子　　大河内文子　○井内博子

　【目的】我々は、リパーゼによるトリグリセリドの酵素分解挙動について、検討を行っ

　ているが、本研究では前回用いた糸状菌Lipase(Fusariua、Novo社製）に対して、好アルカ

　リ性Fungal Lipase（Lipolase,Novo社）を加え、布上及び反応液中における、トリグリセリ

　ドの加水分解挙動について比較検討を行った。

　【方法】まず、Lipolaseによる酵素反応に対する最適条件を把握するため、トリオレイン

　を基質とし、トリオレイン　0, 2 5mg /ml!、Lipolase 180 L U /ml、P V A　1.5％、p H 8 ~

　11の緩衝液を含む工７ルションを作成して検討を行った。　さらに、脱脂処理した綿布に、

　種々のトリグリセリドを付着させ、最適条件の下でリパーゼと反応させた。　2 N硫酸で反

　応停止後、布上に存在する脂質をクロロホルム：メタノール混合液で、反応液中の脂質は、

　エチルエーテルで抽出し、TLC-FID法を用いて分離・定量した。なお、内部標準物質とし

　て、Ｐ－ヒドロキシ安息香酸を使用した。

　【結果】基質としてトリオレインを用いた場合のL i po1 a seによる酵素分解挙動から、次の

　知見が得られた。すなわち、至適温度に関しては25～50での温度領域において温度依存性

　がほとんどみられず、しかも5 0°Cに至適温度をもつFusariumに比べ低いL．U値でもかなり

　高い加水分解率を示した。 2fl°Cでは分解率が低下するが、それでも40％以上のレベルは維

　持する。また、至適P Hは8. 5～9. 5の領域であり、短時間でFusariumに比べかなり高い加

　水分解率を示すが、P H 10では急激に低下する。七かしこの至適P H 領域関しては基質の

　種類や反応条件によって異なってくる可能性が考えられる。


